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第 54次南極地域観測隊内陸雪氷観測報告
Glaciological Activities of 54th Japanese Antarctic Research Expedition Inland team
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第 54次南極地域観測計画では、重点研究観測のサブテーマ３の研究課題である「氷期－間氷期サイクルから見た現在
と将来の地球環境」を中心に南極氷床沿岸から内陸のドームふじ周辺の観測調査を約 3か月間実施した。主な観測項目
は、１）南極氷床ダイナミクス研究・過去の気温復元・底面融解としての、ドームふじ基地深層掘削孔の検層観測、浅層
掘削孔の氷温観測設置（Pen.State Uniとの共同観測）、氷床探査レーダー観測、２）近年の氷床表面質量収支・堆積環境
変化・物質循環研究としての、表層探査レーダー観測、3地点での浅層コア掘削、雪尺、雪尺網観測、降積雪サンプリン
グ、ピット観測、雪氷・気象観測、氷床流動観測と表面地形観測のための GPS観測、吹雪観測装置の設置、無人気象観
測装置保守、新ドームふじ基地 AWS設置などである。当日は、観測調査の概要といくつかのトピックスを紹介する。
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